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1．緒言　ガンバーナを用いた熱波器内部潜流軌や燃料び＿）

噴霧特性は、然焼器を設計する上で非常に義堂であるし）こ
●

のことから竃　著者ら…は麻績型を用いて燃焼鮮内部の3祝

元流れ韻Ⅵ計測を行い、速度喘とは力堪について織豊した。

本研究では、燃焼器内部の噴薄粒子の粒径分布と粒楼ご

と〔り粒子適度分布を測定することを目的と■しているi．jなお、

粒径分布碍測定量こ措華渉画饅鏡を遠島した申

2．実験、装置および方法

芝．1．薬敬装置　F量感主星芸楽観装置碍金棒隣密葬す昏熱焼器

モデルは高さl．60mm幅105mm奥行き105mmのアクリル製で内

部が可視化で登る構造臆な毎宅薄絹髭■音波ノズルよ峯ヨ噴霧

された燃料は燃焼器上流で空気と混合されたのち、燃焼室

内に供給される。燃料には灯油を用いた。光源はN（卜YA（；

レ旭ザε出力5紬J、渡箆53紬罰きを使用し、轟解像度カメラ

（解憮度1008X川18）で撮影した。撮影血におけるライト

シーー1、の幅は約2肌1であるしさ

2・芝・苧渉画像法要詣高時径分布昭利露　干渉衡後続は礁
蟄

滴に対してレ…ザ光を照射したときに・、表面からの反射光

と内部を通る屈折光の干渉によりそo）周囲に空間的に．・†i・二じ

る干渉■縞の間隔から繕滴径を求めるもので、カメラの

フォーカスを結橡面よりずらLた状態（def－oCu云）で据置を行

うむF呈軌2に本案観で得られたサンプル画像を奉ず農芸郎と

きの粒径と干渉縞と邦間諜を次式宅曇き刷に示す。

d＝警　　呈　串　　…∈呈ラ
8　　　m酎n盲

彗キ置雷
え　レ帥ザ波長胃・干渉縞数　縫：レンズ集光角

8：受光にらみ角　m：液滴の屈折率

本案験におけるレンズ・集光角は7．20　で、受光にらみ角は

900　であったc
智

2．3．自由落下速度計測法による検証　今回の実験におい

て噴霧粒子径の測定に干渉画憮法を適用させたが、その精

度を検証するために、噴霧液滴を自由港下させ自由港下速

度計測法から求めた粒径と干渉画捜級から紫めた粒径を比

較した。但し、本実験の自由港下速度計測法による噴霧粒

手絡酪穫測定ほ以下に示し光演トふ牽譲消波威儀蘭匿凍ニ

㌢単品紺端近叡加ぇ光旗式麿鋼い磨凍芸招魂擁ほ㌘可臓㍑

m碍鞭ホ粒芋▲毒芸射し適用可能である草

ユニ＝十ミこ…－－－チエ　‥＝

a：カニンガム蜜教皇：流体分子ぽ∋準均自由行路琵三高力加速度

≠jl長粒子げ∋密度　昌｝竜＝流体拇密度　御室瀾棒びラ軌跡牲様数

町液掛瑚餉摘撼

3．結果および考察

3．ト　自由港下達度計測法による榛監正結果i・ごig∴iに自由

港1ご速度計測級と干渉画憶睦から窮めた軽穫離対£罰笥梯を

轟サ。測定はそれぞれ掛叫儲灯油繚滴に射し苦行〆コたu　ゲ

ラプよ軒副審結束闇闇ぼ鮭轟的であるこ藍が由か牒ち　誤魔

の準均は約6％軽度でぁった。ニ節離島碍原因ぼ本案駿ぎ∋

十渉画像法において、縞の間隔が約5J＝lであることかi二■．）、

浩めた粒径が呆チップ妖星芸変化ずるため管あると考え転れ

るむ護た㌔自由港菅ご速度計測畿臆おい一首写緯滴鮭心酌閂￥に

農る計測英叢が3％程度‾哲ある芸とを考慮するを、南萌測定

法による計測結果はh¶び致す石と諾える。従肇て、雪二渉画健

法に．、上る粒博計測直煙食性がホされたぃ

3　望一燃焼車内帯粒径分布の潮定梅原　燃焼器モデル内約

噴霧状態鞘概略を知るため妄こ鴇　レ瞞ザシ瞞卜光を微粒化L

た灯油に射出しでその散乱光を轍影Lた日　韓難儀域は燃焼

器モデル全域とし、測定によって得られた2（）0維叫画像げ鳩妄

度値を蒐ね密わ皆た尊竜田播原を声量離墨昌泰ず拶璧墓と噴躍

粒子蔚混合無雑捜匪掛宥轍思撃寵呆し∴息離農月餅億きれ

る二）散乱光の強さは射せ散乱の鮮智によりそ田直径の2燕に

比例するので、明るい部分は噴浩粒子o＿■）粒径が大きく、か

つ密度が轟いことを楽している。I渕より噴霧拭軸、．卜ぐ咄藤

粒子の粒径および密度が轟く、燃焼滞上部では供いことが

わかるrさ

噴霧粒子‾計測はFi．臥ヰに示すように、燃焼器モデル山人仁】

部分（A）と中央部分（B）および損日部分（C）oう3筒f軒で打い、

軽影領域揺約呈昏弧米呈8開背あ誓た苺F主g．5臆苧捗薗便法に

よる噴霧軽挙の粒径分布の鰭原を癖ず留　縦軸揺測定粒子総

数に対する比率を、横軸は粒径範囲を表しているu　ゲラ‾ノ

よ撃見目部分摘きと中央部分摘ラ田粒径分布ほほぼ韓催した
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